
第 9章総 括

9. 1. 学力検査問題の作成について

① .ζの学力検査問題はp つぎの二つの目的をもって作成された。

0本県小学校4. 5.. 6年児童の算数学カ実態を把握するとと。

0本県小学校4. 5. 6年児童の算数学カを客観的に評価し，個々の児童の

学カの相当学年t知るとともに，学カの進歩の状態や，同一学年内にあ・け

る児童の品等を明らかにし，ぞの結果t実際指導に役立てるための具的な

資料を提供すること。 ぐ第2主主〉

@、との目的を達成する学カ検査問題を作成するにめに，基礎調査として，つ
e 

ぎのととがなされる。

07ストに関する理論的研究。

0学習指導要領にまる算数要素の分折と各種検短教科書の分折研究。

Oテストに関する資料蒐集。(第4章 4. 1) 

@基礎調査にもとするいて，問題作成委員会念二回開催して，試作問題の原案

を作成したo (第4章 4.2) 

.00 でき上った試作問題について，三回の予備テストを実施し，その都度，問

題を修正して本テストの問題t作成した。第一次予備テスト，及び第二次予

備テスト実施校は，小，中学校各3技争つ，各学年約 150名の児童生徒につ

~.'て実施した。

第三次予備テストは，第二次予備テスト実施校のうちの，小，中，学校各

2校するつでラスト実施児童車徒は，計算問題，理解応用問題各約50名とし

た。(第4主主〉

@予備テストによる問題の修正には，学カ検査問題の安当性，適応性，信韻

性，客観性，効率か考慮されに。ま1:.とれには，つぎの点について換討さ'

れた。

。算数要素分折による主要議についての検討。
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0各学年の平均し平均通過率，及び，平均通過率の学年差についての検

討2

0担任教師の算数数学の評価とテス ト得点との相関係数t二ついての検討。

O各問題の平均遭遇率及びその学年差につレでの検討。

0各問題について，上位群，下位群分析検討。

O得点分布曲続と各問題正答率の分布についての検討。

O信鰻度についての検討。

0学力検査実施l時間と問題数についての検討。 (第4章4.4，-4・9)

⑥ .以上の過程を経て，第三次予備テスhトの結果， 4'， 5， 6年合計平均通過

率は，、計算で， 55μ，理解応用で42，%，となった。まに，信韻度係数lま3

4 年 計算では 0.850 ・理解応用では 0.8，99

5 年 詐算では O.8g6 理解応用では 0.859

6 年 計算では 0.9.38 理解応用では 0.905

となって，高い信組度含示し，.，こ。とれよ 9，計算，理解応用とも若子の修正，

をおこなって本テスト問題を作成した。 (第4章4. 8) 

⑦以上のようにして，作成5れ?二本テスト問題について本曳強の結果を検定

すると ，一応満足してよい結果がえられ?こo tこだし， 6年と中学1年の内の

のぴは殆んrみられなかったの 〈第6掌J第7掌〉

9. 2. 標本調査法について

(t この学力検査の実施対象は，本県小学校3，4， 5， 6年及び，中学校1

年で，児童生徒の抽出には，層化副次無作局抽出法を用いた。

与の層化の基準には，学校車位の保護者の、産業分類，学校の地域性，学伎

の規模が考慮されTこo検定の結果は，地域別，産業別に成韻に差異のある ζ

とが認められた2 ぐ第5章第7茸〉

@抽出標本の担任教師による非数数学の五段階品等分布は，各学年とる，甑

ね，正規分布に近い。したがっ、て抽出標本は，特に優秀のもののみが多〈抽

出されたとか，劣っている色ののみが多〈抽出3れたというととがない。
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ま?こ，金県の対象児童の保護者の産業分布と，抽出児童の保護者ωぞれと

を比較するとあ概ね，比例しいると みられる 3

とれらの結果から，抽出椋木は，全県の代表として， 一応満足してよいと

考えられる。(第7主主7.2) 

③決定されに標本数は.との学力検査の標本乏しては十分な ものであり ，抽

If:lの精度を?変異係数でめらわすと，極めて高いというととが『できる。ま7こ，

ζれより求められ勾:平均の信磁区間は非常に狭い。

以 I二により標本の抽出については， 一応満足してよいと思われる口

〈第7主主7. 2) 

9~ 3. 学力検査問題について

① ζの学力検授は内窓的には，学年別学カ検査のように細部にわfこる要素を .

おさえるととは困難であっ?こが，各学年の主要素をできるt:irt網らするよう

に十分考慮されに。 (第ヰ主主〉

②本実験の結果の得点分布は，いす忘れも中央に高〈両端に低い。計算では→

応正土地分布に近いとみられるが ，・ 理解応用では，ややJ消極的な形~7.Kしたρ

また， 6年の計算では，上位群の弁別に催れない形を示している。とれば

全体として，との学力検査問題が下学年の問題~多ミ含んでいるlととに関係

ゐるものと考えられる。 (第7繋〉

@得点分布を市町村別にみると， 6年計井では市部の上位群児童の弁別に欠

けているととがわかる。しかし阿部，村部では上位群の弁別も適当と考えら

れる。 く第7意〉

④各学年聞の平均の差を検定すると， 1 %有志.J.k準で，小学校ではすべτそ

の差が有意となるが， 6 年と ~J学 1 年の聞の差は有意とならない。

まTこ，担任教師による算数数学の評価とテスト得点との聞には 2 高い相関

のあるととかlみとめら，れる。以上のことから ，との学カ検査は4，5， 6年

共通用学力検査として妥当性を大体満足しているとみてよい。(第7掌7.3) 

@学カ検査の個々の問題について，上位学年， 下位学年間の正答率の差、{e検
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定すれば，若干の問題をのぞいてその大部分については，その差がすべて有

立となる。まに，その業が有意でない問題についても ，配当学年を考えれば，

遁応性の点では一応満足してよい。

このことは，上位群下位群分訴についてもいわれるので， ζの学力検査問

題は，適応性を大体満足しているとみてよし、。 (第 7 言~ 7. 3) 

@.ζの学jJ検査個々の問題ば，大体閤鱗笈の順に配列されていて，その困難

!立も，高いものから低いものまでを含んでいるo まfこ，4， 5， 6年金体に

おいて，平均通過率以，計算で， 51.6%，理解応用で， 47.7%{f示していて，

本県児童の学力に適しているとみるととができる。 (第7章 7.4)

⑦ との学)J検査問題は，詩付手，理解応用とも高い信頼度係数を示している。

折学法による相関係数にプラワンの修正をほどこしに信頼度係数は

4 fI三 計非では 0.908 事卿応用では 0.855

5 年 計算では 0.944 理解応用では 0.927

6 .{.ド 計非では 0.959 理!m応用では 0.912

となっていて，高い安定牲をもっている。(第7掌〉

9. 4. 学力検査の成績について

①本テストの成績を?平均通過率でみると，計算:で，51.6%，理解応用で， 47.7 

%を示していて，計算は，やや，容易であったが，理解応JHは，まだ若ず困

難のようにみられる。しかし， ζの平均通過率は50%に近い値を示している

とみてよい。(第8主主 8.り

@学年別平均通過率の学年撃は，計算においては3年-4年間で14.3%，

4年- 5年間では11.5%， 5年-6年間では18.2%， 6年~中学1年間では

-2.5μである。 小学校では.計算の平均通過率の平均的上持は，一年進む

にしたがって凡そ14.7戸程度となる、 6年~中学 1年間ではほとんど有意差

はみられない。

理解応月]においては， 3年-4年間12.6%， 4年-5年間13.3%， 5~三~

.6 ?f.間では14.9%，6 ~z.__'中学 1 年間では0.0%である。理解応用の平均透過
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率の平均的上昇・は，小学校では，一年進むにしたがって，凡そ13.6%程蕗と

なる。 6fI三と中学l年の聞では殆んど差がみられない0 ・〈第8主主 β.1) 

③ との学カ検査ゼは，学年がすすむにしfごがっせ小学校では学カが比較的，

直線的にのびてきている。しかし， 6年から中学1年へののぴはほと んどみ

られない。(第8主主 8.り

④個々の問題の正答率のめぴは，学年が進trにし?こがって，概じて小さくな

るoまTこ，正答率ののびの一番大きい学年は，概してその問題の配当学年に

みられる。 (第8章丸1) 

⑤ 問題によって，学年の進Uにしにがって a 中位群ののびのよ いも のもある

し，また，下位群ののびのよいもゐもみられる。ま fこ，学年が進んでも，中

位群，下位群においてあま bのびのみられないものもみられる。このような

個々の問題についての学年発達の様子は，実際指導におりる資料に利用され

るであらう。(第8章・8.1) 

⑥学})に影響を及Efすと考えられる要因として，地域的要因を考え， そのう

ち第一次層内で各学年発逮土みると ，小学校では学年が進u'にし?こがって平

均が上昇する。しかし， 6年と中学1年の聞は必す・しものびていない。6年

と中学l年の間で， のびのあま bみられない層は，計算では，第l層，第2

層，第3層，第8層で，理解応用では，第2層，第3層，第8層である。

〈第8主主 8. 2) 

⑦ 地域的要閣のう ち，市，旬L 村別に各学正手の平均をみる e， 4年， 5年，

6年の計算では，村部よりもu汀部，まに， ruf部よ bも市部がすぐれているこ

がわかる。型幌応用では， 4年で，市部はJHJ部，村部より優れているが，町

官官と村部の差は有意ではない。

5年では，市部と町部，

6年では，町部と村部の援が有志とならないコ 〈第8:掌 8.2} 

@市，町， ~付別の計算各種別平均通過率は，各学年を通じて， 村部よ b町

部，まfこ町部より市部がすぐれている口 〈第8主主 8.2) 

⑨市，町，村別の各問題平均遜過Z容は，各学年を通じて，大体，村部よ b町

部，また阿部よ 9ft，・部が優れているが，必令しもすべての問題でそのように

• 
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、なっている也とは限らない。

⑩ 学)Jに影響を及ぽすと考一えられる要因のうち，性別的な要因を考・えると，

計算では，男子と女子の聞には存替、差はないが，出j呼応用1:は，各学年~iHí

じて，男子が女子よりも存主主に優れている。 ιのことは，さきに標準化され

た学年別学力検査の場合とも一致している。(第81争t8. 2) 

@ 男子と女子について，理解応用の成績を'，市，町，村別にくらべると， ili 

部'1..町部には有窓差はないが.村部では. 4年， 5年， 6 年~通じで，男ミ「‘

が女子よりも有意にすぐれている 3

計算に?いては. 4年の村部 5年のmT部で，男子が女子よりも優れてい

るo その他については，有意差がみられないo (第8輩:8. 2) 

@児童の学力と保護者の産業との関係をみると.標本伎において平均の一番

高いのは，第三次産業の児童で， 次が第二次産業，第-~産業の順になる。

このことは，計算，理解応;明を通じていわれる。しかし，各産業侍に 4主I三
4・

5年) d年の平均のめぴをみると ，そののびは，各産業の平均の順iこ大き〈

はなっているが，そのひらきは少し、。しにがって，各産業停に考えに;場合，

学年の進uにつれての学カののびには，大きいもがいは、なし、。(第8主主〉

⑬ 4年 5年・， 6年計非と理解応用の相関係数は，0.65と0.75との間にある。

こ仇を学年別学力機主主の場合の 0.75"，0.87とくらべると， この学年共通用 '

学カ検査についての計算と理解応用との柵関係数は，各学年を通じて，学年別

学力検査の相関係数よ b低し、口まに，この学長時七通用学力検沓で，計算と理

解応用の相関係数の大きさは，学年によって有意義がないコ 〈第8主義〉

⑪ 担任教師の算数評価と計算，及ひ'理解応用の桐関係数について，その差~

検定する e..5 %存意水準で，各学年ともその差{.，i有意にならなL、。

〈第B主主〉

⑮ 計算と文章読能力，及び理解応用と文章読解カこの相閉係数を 4~三， 5年，

6年，各学年間で比較してみると， 5，%有意水準で有意差はない。

つぎに，各学年内で，計J1:及び理解応用と，文章読解カとの相関係数を比

較すると， 4年， 5年では有意差はみられないが，6年では有意になる。
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すなわち， 6年では文章読解力比，計算よりも理解応用と相関度が高い3

〈第8主主〉

⑮ 中学校 l 年と小学校 6~三の間には，平均的なのぴはみられなかっにが，個

々の問題については，中学校 1年が己年よ bもよかった問題，あるいわ小学

校 6年が中学校 l年よ bもよかっTこ問題等がみられる。両者の正答率の差が

有意で'ゐった問題を，第7.14表について考えるとつぎのことがL、われる。

計算で中学1年が小.学校6年よりも劣っている点は，分数計算と，比例に

関する問題でめる。整数，小数の一般四良IJ~'十3主では 6年よ b も優れている。

理解応用では，小数と分数の関係，縮尺に関する問題，及び単位換算に闘

す，る問題で，中学 1 年が小学校6~三よ b 色劣っているが，やや複雑な思考を

要する問題，めるいわ，平均や満年令の計算，百分率に関する問題及び表や

図表の見方，幾何学的空間観念では 6年よりも優れている。

〈第7j註， 第8主主〉

-335-



(附) 第10章 学力検査の利用について

10. 1. 学力検査の整理法について

この主主では，本教育研究所作成の学年別学カ検査及び学年共通用学力検査を

実施して，実際指導に役立てようとするとき，学力検査の結果をどのように整

理したらよいか，整理の方法~中心に記述して，現場の教師の方々の参考の資
したいと考える。

学力検査の整理計画は，学力検査の実施目的によって，多少興るわけでゐる

が，ここでは一般的に考えられるこ-と守中IOにして考えていき?こい。なお，こ

の学力検査の整理には，本紀要及ひ'研究紀喪第二集算数学カ検査及び学力検査

の手引等を?参照されたい。

ます・ 9 学カ検査を実施する楊合，凡そ，つぎのことがらが考え~-れな〈ては

ならない.であろう 0 ・

1.学カ検査実施の目的を?明確にすること。

z. ぞの目的に応十る学カ検査用紙を選定し，実施の時期を決定すること。

3. 学カ検査の実施方法を研究すること。

4・学力検査の整理計画~tこてること。

学力検査の整理計闘は，学力検査の実施計画の一部として初めから考えら

れていな〈ではならない。

いま，学力検査の結巣を整理するのに結果を解釈し，利用する立場に立って

診断的に考えてみると，整理の目標は大きしつぎの二つにわげて考えること

ができる。

1. 個々の児童生徒の診断指導のための資料をうること。

2. 学級や学校等の集団の診断指導のための資料をうることo これには教育4

課程の改善や学習指導計画樹立等も考えらる。

このような立場かも学力検査を?整理し，診断に利用するには， 凡そ，つぎの

資料を整備する必要があるで4うろう。
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18答率表 成績集計表 得点分布表及び図表 相関表 諜答調査.

これらの資料をうる凡その手順はつぎの通りでゐる。

一龍
一

一包

囲
司一

以下，この順に学カ検査の麓理法を考えてみよう 。

10. 1. 1.採点

手引与にある正答以外は諜りとして処理することも まに，個々の児童の得点

を検査問紙に記入し，検査用紙lを得点順にならベかえて正答率表を作成する。

10. 1. 2.誤答調査

一つ一つの問題については，誤答の種差育，傾向を調査しs 検討する こと。個

々の児童あるいわ学級の欠陥として検出された問題については，特に吟味され

る必要がある。

10. 1. 3.正答率表

採点の結果は正答率表に記入する e倒えば本教育研究所作成のaヰ年用学カ検

査についての正答率表の一部を示すと，第10.1.表の通りである。
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第 10.1.表
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この正答率表は， 学級車位に作り，得点の順に記入すると，問題に対する学

級の傾向や個々の児童の反応の状態が把撞されて都合がよい。

この正答率表を看護墜することによって，つぎのよう.な診断をすることができ

る。
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(1) 佃#の児童にづいて

A 総得点

総得点を偏差値に投拝すればs 全果的立場に立って同一学年内での相

対的な位置がわかり，五段階品等ち切らかになる。

ま1:，・学年共通J1J学力検査では学力の学長l三相当規準表によって，学力

の柄当学年がわかる。(第 5意参照)

B 計算で出，ょせ抹， ひき~';t，かげtt，わり算;等，各走E別毎の得点がわ

かる。

しナこかつて，全県の計算プロフイ-)レと，個々の児童の計算プロフ イ

-)レとを?比較する ことによって，その児童がよせ非，ひき主主，かけ算，

わり算のどこで優れ，どこで劣ってい?こかが検出される 3 総得点が複れ

ていても必す，し も各計算種別のすべてで優れているとは限ーらないし， こ

こから各児童について特徴的な型がでて〈ること色考えられる。

まfこ，第 10.1図は小学 4.5. 6年共通期学カ検査の全県における計算:

プロア イールで，同一問題について 3年， 4 &1三， 5年， 6年のものが作

成されているから，学年別学力検査と同じように各計3間重別のどこです

ぐれ.，1;<こで劣っていたかが検出されるとと色に，その学力が何年平均

に相当するかが明らかにされる。

第10.1図 小学校4.5.6年共通学カ検査の全県における計算プロフィ{ル
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C 個々の問題の正答がわか石。

したがって，どのような要素に欠陥があっ?こかを検出するこ止ができる。

特に，計算においては B~こおいて各穂別のどこに優れ，どこで劣って

いたかが検出さ?こるので，ぞの劣っていに種別については， 特にどのよ

うな要素に欠陥があったかが検討される必要がある p まに，答案につい

て誤謬の型を検査されることも大切と思われる。

D 学年が進んで学カがどのようにのびYこか。

にとえば，小学校4，5，6年共通用学カ検査を同一学級に， 4年2学

期末と， 5年 2学期末に実施したとすると，同一児童について1年間

に学カが乞の程度のぴてきたかが知られる。ま?こ，このことは概括的な

学力のみでなし個々の問題についても考えられる。

また，それらののぴが，全体として順調なものかどうかも考えられ

る。

ω 学粧や学校について

A 平均

全県平均と比較することによって，その学級の全県におりる相対的位

‘置がわかる。また，市，町f 村及び層の平均と比較すること によっτ，

ぞれらとの相対的な位置関係が把握される。

また，学扱の平均を男女別に求'&.>れli'"上と間接な比較ができる。

まに， 4，5，6-?f:共遜用学力検査では，学年相当規準点表によって学

級の学力が何年何学期間当にあるかをr知ることができる。これ らじまっ

て，計算の平均は全県平均より高いが，理fVf.応用の平均は全県平均より

も低いとか，女子は計算では男子よりもよいが，理解広明でば男子より

も劣っているとか，あるいは，これらのことを?市部，阿部，村部とも比
¥ 

較して考えてみることによって，その学級の学力の相対的な位置が明ら

かにされるとともに，平均的な欠陥が検出される。

B 計算では，ょせ算，ひき非，かVjj字，わり算等，各司ffiUlU毎の平均がわ

かる。したがって，全県の計算プロアイーJレぞ比較することによって，
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その学級が，ょせ非，ひきJt，'かけ算，わり算のどこで優れ，どこで劣

っていfこかが検出され右。学級の平均がよ〈ても必すもしも，各計算種別

のすべてに優れている とは限らないから，これよりその学紐の計算につ

いての特f象的な~がでて くる こ と色考えられる。

特に，学年共通用学カ検査では，その学級が計算の各種別について，

その学力が何年平均に相当するかが明らかにされる。

C 個々の問題の正益率がわかる。

A にお・いて全県的な観点から，その学級の学力の位置すeけが考えら

，れ，計非では，特に Bにあ・いて，どのような種別に欠陥がめつfこかが明 .

らかにされ七。

さらに学級として，その欠陥がどような要素においてみられるか，こ

れを?みるにめには各問題の正答率をみなくてはならない。全県にお・げる

正答率と学級の正答率を比較することによって，その学級の欠陥とする

要素が検出される。

4， 5 ，6長時鳥通用学力検査で，正答率を比較するには，策 8.2表及び

第 8.8表第8.9図を用いればよい。

個々の問題についての本来児童の学力の発達は第8".2表で明らかにされ

ているから，学級における個々の問題の正答率~，第 8， 2表と比較すれ

ば，学説の学力の相対的位置がわかるとと色に，ぞれが何年平均にある

かの凡その目安がえられる。

まに，第8.2表によれば 4，.5.，6年児童を上位群，中位群，下位群，三

群にわけにときの正答率図表が明らかにされているから学殻の正答率含

比較することによって，その学級の芋カの程度が考えられる。

なお・以上のほかに，学紐として共通な誤謬の型や，特殊な誤謬の検討

をする必占芸がある。

D. グループ編成の資料がえられる。

正答率表を総得点順に記入すれば，児童をデグルーピングする場合のー

資料がえられる口 例えば第 10.5表は六年用学力検査を，める学扱で実施
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したときの正答率去の一部減法令示lしたものでめる。児童番号は総得点

l国に言己入されている。 . 

じれによ hグル- 7・編成の凡ぞの目安がえられる。

第 10.2表 6年用学力検査正答率表〔減法〉

E 半年が進んで学力がどのようにのびたか。

小学校 4.5. 6年共通用学力検査を同一学級についてニヵ年つづけて実
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施すれば，個々の児童の場合と問様に，学扱として平均値にあ・いてどの

程度のびてきたか，ま?こ，計算では各種別ののぴはどうか，また，個々

の問題について正答率のひ!はどうか，ぞれらののぴは順調なのびとみら

れるかどうか，な '~"{e明らか lとすることができる。

10. 1. 4. 得点分布表

正答率表から得点分布表を作成する。この得点分布表によってつぎのととが

わかる。

A 得点分布曲線

学級の一般的傾向を知るためには，得点分布曲鶴をえがいてみる必要

がゐる。それには得点分布表を?作るとよし、。学紐の平均が高〈ても，出1

綿が二峯であって学級児童の能力が優秀なものと劣るものに二分されて

いることもあ bうるから，このような場合は，たとえ学扱卒均が高〈て

もそれだけでのぞましいとみることはできないo bし，得点分布曲線が

三峯tこわかれていたりしていたならば， .，ことえ平均が高〈ても一層のぞ

まし〈なし、。

まに， 一峯であっても極めて消極的な形をしていたれ分布が広範聞

にわたっていて，能力差が大きいことは指導上反省すべき点が考えられ

る。このように得点分布曲線によって学級の一般的傾向が知られるとと

もに，個々の児童がその曲観のどのような位置にあるかを曲線を?とお・し

て考えることによって，個々の児童のその学級内における学力の位置が

考えられる。

B 卒均及び標準偏差{e求めること。

得点分布表より，集団の代表値としての卒均及び撒布度をはかる測度と

しての標準偏差を;求めることは，極めて重要である。これらの求ゆ方や

意義について也第10.2節グ学カ検査に必要な統計グを参照され?こい。

10. 1. 5. 成績集計表

正答率表よ1)，つぎの成績集計表を作ることカZできる。この成積集計表では
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この成績集計表を整理することによって，つぎのことが知られる。

(1) 個々の児童につし了て

A 学jJ偏室長値及び知能偏差値

計J;t踊発値，理解応用偏差値，文章読ftf-f.:JJ偏差値等の学力偏差値と知能

検査を?笑施していて知能偏差値が知られていれば，それらの偏差植を比

較，して相互の関係が考えられる。各児童について偏差値聞の関係を一覧

表にすると，たとえば第10.4表のような学級分析表になる。この第10.4

表で各検査児竜番号の欄には，各児童の番号を記入する。?ことえば，番

号 l番の児童ば知能偏差値が60で，計非が61，僻四五用が45，文主主読賞作カ

が62であるから，特に知能や他の学j)に〈らべて玉里解応用のカの劣って

いることが一覧される。なお，この学扱分析表には，各検査についての

学級卒均プロ ヒイ{ノレを記入してお〈 と比較するに都合がよい。

第10.4表学組分 析表

産TJ知能検査
文主主誤解力 算数学力検査児童番号

児童番号 検査児童番号 計 算|理解応用

'64 

63 

62 /" I~ 
61 ./ 

、、、
4. 

60 1~4. 2. 

¥ 
、

59 

58 2. 3. . 4. 3. 2. 3 

57 

56 

55 . 
54 

53 
. 

¥ 
52 ¥ 
51 ¥ 
50 ¥ 
49 ¥ 
48 

47 、

一
46 

45 I¥J: 
、
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B 成就{直を知ること。

成就値=学力偏差値一知能偏差値 と考えると，これによ b学力が知

能から期待されるものかどうかの凡その目安がえられる。特に，小学校

6:?p用学力検査については，学力検校と新mlJ田中B式知能検疫とで，成

就偏差値換算表が作成されていれこれは成就他を成就偏差値に掛け

ることによって段階すサ， その段階によって学ノ加吻lfilSから明待される 』

色のかどうかを考えようとする志のである。

この成就値劇曹によって，学力が知能相応にのびているかどうか，知

能に〈らべて学カカ:劣っているかどう.かの凡その円安がえられる。特に

成就値段階+しめるいは-3の児童は一応問題をもっているも のとみ

てきしっかえないコこれらについては第10.3.節グ成就砲についてρ を参

照されたい。

このような全県的資料のない他の学年では，ぞの学校で成就値段階表

を作成して用いるの色一つの考え方であるし，まに，学カ偏差値と知能

偏差値との相関表に児童番号ぞ記入しでも凡その目安がえられる 3

C 各学力相互を比較すること。

計~と理解応用 {t <らべて，いすもれが優れているか，まに3手数と文章

読解カと をくらべて，いす・れが優れているか等各学力相互ぞ比較するに

成就値と同じ考えによ 9， αーβ，α一方，β-15，等を個々の児誌につ

いて考察すれば一つの目安がえられる。

D 教師の評価と学力検査による評定を比較すること 。

教師の評価と，客観的学カ検査による符点との闘係をみて，そこに大

きい十れのある児童がいにら，その原因を究明して適切な指導をする必

要があるでゐろう o ζの両者の関係をみるには相関表を作ると都合がよ

し、。

(②学組や学校について

A 学説として児童の学力が知能に伴っているかどうか。

知能偏誇砲と学力偏業植との間には，相闘が考えられる。しにがって
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学説とし.て児童の学力が知能に伴っているがどうかをみるには，成就値

の分布が正規分布に近げれば，その成就値平均が 0の正規母集団からの

無作為標本であるとし、われるかどうがを?検定すればよい。

いま，学紐の被験者数 n=50 

成就値平均 百~=3.24

成樹直標準偏差 .，J=9.64 

とす芯o成就値分布が正規分布に近ければ，この標本が平均0の正規母

集団からの無作為掠本であるという仮設の色とに

t=ラl〆0=-，

は， t一分布をする。しかるに

3.24 
to坦ー一:;-.x 1/白土了=2.353 9.64 ...， 

でめる。 t一分布表よ b

Pr {I t，主主2.353}<0.05 

をうるから，有意水準金 5%にとるとこの結果は有意となる。すなわち

この成就値平均は平均0の正規何f集団からの紙作為標本とはみられない。

しt=がiって，この学級の学力は知能からj国待されるものよりも ，よいの

ではないかという凡その目安がえられる。これらに，ついては第10.2節を

参照されにい。

B 学級と して各学カ相互の聞に相違があるかどうか。

各学力偏差値桐互の聞にはかなり高い相闘がみられるので，い守れが

すぐれているかの判定には， A と同様な検定念行えばよし、。すなわち，

学カ偏差値の差の分布が正規分布に近ければ，成就値の平均が，平均び

の正規母集団からの無作為標本主みられるかどうかを?検定すればよし、。

(第10.2節参照〉

C 学カ相互あるいわ学カと知能との相闘はどうか。

学カ偏差値(あるいわ得点〉相互の相関表や学カ偏差値と教師の評価

との相関表を作成し3 その相関係数を求あるこ と。あるいね，学力偏差
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一
値と知能偏差値との相関表から両者の相関係数を求めること。ゐし，こ

の値がかなり低いときは，測定や評価の上に問題があるのではなし、かと

考えられる。

まTこ，組閣表からは個々の児童について両者の聞の学級内におげる関

係を一覧することができる口

10. 1. S.結 び

学力検査の整理は，ぞの目的によっていろいろ考えられな〈てはならないし，

ことでは，ご〈一般的なことを中心に整理や欠陥診断の方法をのべてきたわ

りでめる。

しTこがって，その整理にあたっては，以上のうも必要な箇所を参考にされ，

ぞれぞれの目的や学扱の実態に応じてその方法を工夫さ ~L'1こい。

最後に，これまでの大要を表解すれば第10.5表のようになる c
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表覧法理韓の査検カ担ふ
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第 10.5表

表

-学力相互の相関表
及び相関係数

・学力と知龍との相
関委及び柑関係数

.学力と教師のiN'・仙ー
とのよ目関表及び相
関係数 ' 

-学力相互聞の開関|
々係 l

-学力と知能との相 l
闘 h係

・担任教師の評仰と
学力との相関4係

.学力相互の関係に
おける個々児誌の
イ立貯

・学力と知能の関係
における個々 の.!)C¥
主主の位佼

関本日得点分布奏

-学力相互の関係 |・学級の一般的傾向

・ 学力と知能の~係 ・学級内での児盆の
f3Z~ 

成結集計表

-偏差古白ンパーセyl・平均s 標準{雨量在
タイル，成就値
評定段階 ， I・得点分布図表

・成立宅街平均，書室準 !
偏差 | 

・成就信分布表及び i
図表 1 

.学級分折表

・相関表

表

-個々の児誌の総得
点

.・個hの児詣の計算
各種別の得点

・偲々 のリ己主主の小間
の正答

・学級の総平均

・計算各福別毎の学
級の平均及び計算
アロヒ 4ーノレ

・小問の正答率及び
図表

・得点分布表
・成緩集計表

-学力の柑対的低成

.学力の相当学年

・計算各埼.i.lIJ毎の学
力とその欠陥の検
~K 

-各要素についての
欠陥検出
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断
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10. 2. 学力検査に必要な統計について ， 

学}J検査にお・ける各児童の得点は，その目印に関する能力差と検査実施時に

お・ける精神的，身体的，めるいわ， その他複雑な客観的条件によって，いろいろ

な植をカミしている。そして，その植はそれ1:'けでも意味めるものではあるが，

更にそれらの集りとしての集団の特性を把握することによって，その集団の中

におげる各個人の得点合位置す'げて考えれば， 一層個人の得点に立味令げをす

るととができる。したがって，学カ検査の結果えられ?こいるいろな他[{e有意味

に整理し，ぞれより集団としての傾向や特性そ把撮すること は極めて重要であ

る。とのような処理には，統計法が役立てられる。まに，この統計処理につい

ては，この紀袈の関係各主主で具体例を示してき?このそれで，ここではできるだ

りそれらと重複しないようにして学力検査に必裂な統計について，その大要を

のべよ う。

10. 2. 1. 得点の分類と表示

つぎの表は，ゐる学級の児童52名lこ小学校5年別学カ検査(理解応用〉を実

施したときの得点表でめる。但し， 50点満点。

， 

30， 8， 2t， 14， 16， 26， 31， 36， 37， 49. 

7， 15， 18. 21. 26， 31， 31， 37， 40， 4<5. 

18， 5， 4， 19， 23， 39， 32， 38， 32， 27，‘ 

33， 33. 35， 28. 8. 2， 20. 23. 41. 42. 
R I 

29， 29， 41. 33， 34. 38. 35， 34. 22， 24， 

25. 28. 

しかし，このままでは全体の様子がほとんどわからないから，これを移浬す

るのに，各得点に対する度数含しらべると，第10.6表のようになる。
E 
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第 10.7表 整理きれた得点度数分布表(その二)

得点闘い値|醐 I fU21*甜時開削黒臨数
u fl，j μ ~ In::~~;1 :主主L

官、 f N I cum，f I N 

。 ~5 3 3 -5  -15 75 0.05 3 '0.06 

一
6~10 8 3 -4 -12 48 0.05 6 0.12 

11-15 13. 2 -3 -6 18 0.04 s 0.16 

18 5 一2 -10 20 0.1O 13 0.26 

21_25 23 7 -7 7 .0.13 20 0.39 

一
2o-30 28 8 。 0.15 28 0.54 

一
31-35 33 12 1 12 12 0.23 40' 0.77 

一 一
3ラ，-4Q 38 7 2 14 28 0.13 47 0.90 

一 一
. 41-45 43 3 3 9 27 0.06 5司 0.96 

一
46-50 48 2 4 8 32 0.04 52 1.00 

、
一
計 N 52 -7  267 

、

紐間によって測定値をい〈つかの鮮にわげに場合，めとでこの表を利用する

準備として扱問の代表値をとってあ・く@が普通でゐる。そしてこのおt聞の代表

値を階級値とし、う O 一般には代表値として中央姐をとる。その級聞で等しい分

布はしTいな〈ても，そのためにおこる誤差は無視してしまうわけである。

第 10.7表で児童の得点は観間31，....，35で一審特集していることがわかる。 各

級問における得点の械の度合仰るには，度数ω りも，相対度数(~)を
考えると都合がよい。

この相対度数をみると ， 級間31 ，....，3~には)しそ23%の児童が入っている。まに

この級間合はさん1':得点26，....，40の児童は凡そ，15十23十13==510の，ヤることが

わカ〉る。

また，ある得点以下の児童は全体で何人いるかを考えるには，累積度数

てcurnJ)含みればよい。

この累積度数をみるとこの学級では10点以下が 6人，25点以下が20λいるこ
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とカtわカ〉る。

もし，める得点以下の児輩が全体でどの位の割合いるかを考えようとする場

合は，泉椋度数よりも相対銀疏度数の方が都合がよい。この相対累積度数によ

ると，この学組では10点以下の児童12%，25点以下の児童が39%いるこ とがわ

かる。このようにして得点度数分布表をまとめることによって，集団としての

学級児童の得点に関し，その一般的傾向をよみとることができる。

つぎに，このような集団の性慣をなおr一層明瞭に しようとすれば，得点度数

分布表から得点度数分布図表伝作ればよい。得点度数分布図表伝作るには度数

を用いるよりも相対度数伝用いた方が他と比較されで都合がよい。

第 10.7表ぞ図示すれば第10.2図得点度数分布佐状図表となる。 得点度数分

布多角形は，たとえば第8.7図のようにかけばよい。

第10.2図 得点度数 分イH桂状図表

% 
25 

20 

15 

.101・

失

児
童
紋
(
%
)
し

10 15 20 75 30 35 40 45ω  

10.2. 2.代表値

度数分布に よって被験者の得点分布が明らかになったら，その集団を代表ず

る値として~浦平均(単に平均)や中央植を算出する。 しかし，教育測定では

代表値として，平均がよく則いられるから平均〈宮〉の算出誌についてのべよ

ヲ。
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N人の者の得点が，それぞれ

$1 X2・・・・・・a:N であつにとすると 平均 y は，

B 

2_;q 

y= );1+附… +WziHー となる。
:N N 

まfこ，つぎのような度数分布表がえられている時の平均の計算法は

N 

"E.f‘" 
言 =Lt7.1ムf包1"02+ ・ ・ ・・ 十fNX~ = _!;.L一一ー となる。

11十/計一 +fN きん

得点 XI 向 ; TF  

度数I!t h ......~...... ~ 

Lかし，度数分布表より平均を求めるには簡便な仮平均法がある。ます》

上の得点度数分布表で平均に近いと思われる適当な得点を 0として，ぞれ

より前はー1，-2，一人 ・・・・ それより後は十1，+2， +3，・・・・と得点を?

っけなおす。っけなあ・された規拘得点 01二対応する おの値~仮平均 (.1:0)

という o得点的 に対応する規約得点を Utとすると，

地 ="0+ u' となる。

これより .~~);o+ 'u となる。(1こだしEは UIの平均)

すなわち，ぬの平均は，仮平均に U'(の平均ぞ1mえればよい。

第 10.6表では

N 

~戸山 一146
zo=30 u==y一=一宮玄一 =ー2.8l

τ=xo+ ~ =30-2.81=27.19 となる。

もし，得点度数分布表が第 10.7表のように級聞で求めちれているとき

は，紐聞の隔をh，階級植を・17" 仰の うちの適当なものを?仮平均としおoと

する。前と同じように的に対応する品物得点を u，とすると
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j宮

陥 =xo十lm~ ・・・・・・(1) となるから

.'.'3:=70十hu'・・・・・(2)

すなわち， a.みの平均は， i反平均叫に Ulの平均に組聞の幅hを乗じ?こものを加

えればよい。

第 10.7表では

、
同=ミ;-xh-067:1'0で 28

言 =23-0.67=27.33 となる，

との健は，前の結果と多少興るが，j(きいひらきはない。一定の幅hで紐聞

を作った場合は，これより求め色れ十平均には+土 h以内の誤差がEとするか
匂 -2 ・

ら，学説の平均{e求めて，全県の基準と比較する場合は，第10.6表のように し

て平均を求めTこ方がよい。

10. 2. 3. 散 布 度

τ均値は得点のr-I'IIe"化傾向を比表オる統計的な数として倒.値をもつが， これ

が全体の代表{直としての価値を十分lこもっかどうかは， これ?ごげではわからな

い。一 得点が中央lこかにまっているか， 平均より箸 しく離れているかによって代

表値としての平均の価値が区別§れる。前者の組は比較的等質的な集団である

のに対し，後者の組は比較的，奥質的な集団であるとみる こと ができる。

乙の得点のひろがりの度合を測る測度が散布度である。散布民営みらわすも

のとして，探準偏差 (S，D.)紹図，ヂ均偏差等がみε。教育測定では標1i1lJ:偏差

が壷要であるから，これについてのべよう。

S.D.は， 平均からの偏差(均一言)の平方仇 一言)2伝平均したものの正の

平方般である。まに， S.Dの平方を分散という。

すなわち，

sbjE戸ザ芋-(干の)
ま?こ，度数分布から計算する場合は，
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寸
干

‘ 
~ . 

ω =11/可竺~-(辛い).となるι

いまゆによって第 10.6表を計非すると，

&D=/EZ-(弓手y= 16747
毛24笠と

=す〆務否=11.04 となる。

まTこ倒によって，第 10.7表を計非す ると，

h= 5 
?
t
 

ro 
q
4
 

9
“
 

M
 

r'd 

W
0
2
H
 

勾
J
e

--
J
J
 

M
g
z
h
 

N=52 

となるから，

S.D=川崎-(妥)=5xlJ.警戸

=£ ×〆 138玄=11.31 となる。

いま N人の児輩の平均fe 古r ，甥~í~偏差を?，J とすると，

Zi-Y 1;豆A，J (但しλ>，，)

なる如きぬの伺数はN(1ーす)より大きいこと閥明されるoまにこ

の関係は分布に関係な〈いわれる。

第 表の例では

N=52，ヲ=27.19，，J=11.03 であるから，入=2とすると

吉一2λ-27.19-11.03x2=5.13 

宮:+2λ=27.J9+11.03x 2=49.25 

となるから， 5.13と49.25との聞にめ児童は全体で

犯人x( 1ーす)=52̂ Xプトダ

3 
より多いということになる。すなわち，全体の一以上の児童はち，-2入とτ+2λ

4 

の聞に入ることがわかる。 このように平均fごりでな〈標準偏発がわかってい
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ると，個々の得点が平均を中必として，どのような柏困にどの位の割合で含ま

れるかが知られる。

得点分布に関係な<，得点が平均を中Jむとしに範囲にふ〈まれる割合と入と

の関係はつぎのよう になる。

入xf I 1 --:¥!C 
. l 

l.5xf 0.56 

2xf 0.7:5 

25xf 0:84 

3xf 089 

4xf I 0.94 

5xf I 0.96 

その他，平均の差の検定，相関係数の計算，偏差値の計算， 18見分布の決定

等に標準偏差が用いられる。

10. 2. 4.正 規分布

正規分布は mを?変数として次式によって定義さj1，る連続分布である。

I I ..，._ー'γ，¥2 ， ーす(--=--:-:ニl・・・・・・・・・・・・ (5) 
f (11:)= -~二二 e .. ¥ σ J 

σY2π ‘ 
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第 10.3図 N (m，σり の分布図

ftt) 

lJl-J& 1It-2T lTlィ m. m・6 11t+26 問.36 エ

-3.5 3ベ25-2 22533.5 Z~;J7-

15 20 25 30 40 50 60 マo'/58055 Tスコ7-

I 8 1.5 n 3ら 50 64 78 859Z 99 H7.::l7-

o I 3 5 7 守 10 Cλコ7・

し?こがうて，正規分布は，平均mと，標準偏業σが確定すれば，完全に決定す

る。

まにこの分布は，多人数の身長や知能の測定値，ゐるいね，自然界によ〈み

られる。

曲線は，~均m に対して対称、で， mを ' !J )むとする区間と ， その上に令まれる

而績との関係は，つぎのようになる。

第 10.8表 正規曲線下 の 雨前

|玄 間
面 誼

z z 

mー σ_m十σ -1-十 l 68.3% 

m-2σ-01+2σ -2.......+2 S5.4% 

1Il-2.5<T-m十2.5σ -2.5_+2.5 98.8% 

I m-3<T-m+3σ -3-+3 99.7% 

I m-3.5σ-m-13.5σ -3.5-+3.5 ，9.95% 
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2 
平均mから士σの範囲に全体の凡そすが集中していてa 土 3σの範聞には全体

の凡之，99.7%が集中している。

いま(5)において

と変換するとZの密度画数は

Z2 

fくわ=ー土=e一一TV 21t 
まなる。

変換された測定単位Zは，規準単位とよばれる。この主き 1(2)は平均がり，

標準偏繋が 1であるような正規分布念表わしている・。このE現分布-は規準iE規

分布とよばれ，その下の面積は続分表で求めることができる。積分表によれば，

-1-+1までの区間に人る面積が 98.3% 

-2-+2までの区聞にほ 95.4% 

-2.5-+2.5までの区間に'は

-3-十3までの区聞には

98.8% 

99.7% となる。

規準v正規分布においては -2.5"，+2.5の区間に 98.8%がふ〈まれるから，ほと

んど大部分がこの中に合まれる。いま，この区間の外部管無視して，この区聞

を5等分すると， 5つの区聞を訣定する 6個の数値は，

-2.5ー1.5 -0.5 + 0.5 、+1.5 +2.5 

となる。 ?これら Sつの区間に対する正規分布の面積は，凡そ

6% M %  A%  M%  6% 

となる。 この和は 100μとならないから両端の二つの区間は左右の両極限まで

延長した面積を考えるのが;普通である。そうすれば両端の二つの区間の積瀬は

7%とみられるから，この里つの区閉じす対する面積は，つぎ可のようになる。

7% M%  ~% M%  7% 

この比率は，目見分布に近い分布をなしているときの 5段階評定の比率によ〈

用いられる。
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10.2.5.標準得点

学力検査の結果えられた計算や理解応用の議点は，ぞのまま比較することは

できない。これを比較されるようにするには，その業点を標準得点に換算する

必占喜がある。

標準得点には， zスコアー， Tスコアー， Hスコア-， Cスコアー等が考え

られている。

(1) Zスコア【

いま得点を，?Xとし，その得点に関しての集団の平均をm，標準偏差営σとする

と，得点mのZスコアーは次式で定義される。

Z 留一m=一σ 

このZの分布では，平均が 0，標準偏差が 1となる。

したがって，いろいろな検査の素点を各検査毎に， Zスコアーに換算すれば，

すべてZスコアーの分布が平均が Q，標準偏差が1となって，平均と標準偏差

が一致するわけである。

4年用学力検査理解応用では県平均が 25.78，標準備差が 11.59でゐる。この

学力検査で得点30点の児童のZスコアーは，つぎのようになる。

z =~ー25.78 ^.，~ =一一一・ 111.59 守

いま，この児童の計非のZスコアーが1.61であつにとすれば・，計算と理解応用

のZスコアーを比較することによって，この児童は理解応用よりも計算に優れ

ているとみることができる。

(2) Tスコアーまにわ偏差値

Zスコア叶まぞの伎が負になった 9，小数になった bするので，これをな〈

するにめに平均;;e50，欄E偏差を，?10に変換したものが， Tスコアーで次の式で

定義され，o.c;.

T=_l:日と旦よ+50
σ 
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し七がって， ・1、と Zとの聞には

T=10Z+50 

の関係がある。

前の児童の得点30点をTスコアーに換算するとつぎのようになる。

T=_!ocrr782_ +50=53.64 

小数位を四捨五入して偏差値54ということになる o " 

Zスコア戸が正規分布曲線の下では，m::t:3.5σで全体の99.95，%を含むから測

定値の殆んどすべてがこの区間の中に入る。Zの値の-3.5，及び +3.5に対応

する Tスコア{ば15及び85となるから， Tスコアーでは殆んr大部分が15から

85.の聞にみる。

(3) Hスコアー

Tスコアーでは15去満及び85以上はほと九どおこりえない。それで，土3.5σ

即ち， 7σの範閣を1?にするには去を単仙こすると，この換算点は1より

99までの聞に入る。これがHスコアーである。 Hスコア{は次の式で定義され

る心

14 (>:-m) 
=一一一一一一一一+50

σ 

H=14Z十50

の関係がめる。前の児童についてはZ=0.364であるから， H=SS.lQとなる。

ω Cスコアー

Tスコアーと同じ性質のものであるが，両者の関係は次のようになる。

CEf--ラ

Tスコアーの平均は50であるから， cスコアーの王子均は 5となる心

10 
また， Tスコアーの標i'f主偏差は10であるから， Cスコアーの標準偏差はす =2

でめる。すなわち， c スコアーでば平均が 5 で標fj~偏差が Z となる。この方法

では，殆んど大部介がOから10までに分布する。前の児童については
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T=5み64であるから J C =4.3となる。

得点ZJ:とJ Z， T， H， C ，の関係は第 10.~図のようになる。

個々の児童の得点には偶然の変動が考えられるから，換算点iま品等段階法に

よって表わしてお〈方がむ hがないように思われる。 5σ の範囲を 1σ を単位

として区分する 5段階法は第10.21表のようになる。 -
第 10，9表 標準得点の五段階品等表

|評定段階Izスコアー I Tスコアー I .cスコアー I正の規面曲積線比下
_:_2 1.5---25 65-75 8-10 7 

0..5-1.5 55-65 6-8 24 

。 -O.5~o..5 45-55 4-6 38 

-1.5--0..5 35__45 、 2，-4 24‘ 

-2 -2S_-1.5 25-35 。-2 . 7 
一 一

10.2. S.相関係数

二つの変数の聞の相互関係を研究する方法の第一」渉は，普通平面上にグータ

ーをして〈つかの点として表わすこ とによって，大体の関係をみつける ことに始

まる。このような図表は点図表(撒布図)といわれる。このような方法では大

体どの程度の関係があるか直ちtこ戦断されるし，まにそのような関係があると

き，その関係を近似的に直線関係として取扱ってよいかどうかをみることがで

きる。
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第 10.4図
予備テズトにお・げるめる中学1年の

計非と理解応用得点とのJ散布図
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し 足御用f特

40 

第10.4図は予~I市テス トにおげめる中学校 1 年り計j1.: と理解応用得点の撒布図

でね。これから大体，両者の問に直線的な関係がめるとみc，n.:s。

これより相関表を作ると第10.10表のようになる。

• 

、
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1. 
第10.10表計算 (X)と理解応用(Y)との相関表

てえ?じく1 0 6 11 16 21 26 31 % 
一5一t 一1lー0一1t一5一2一t0一一2一t5一3t一0?3l一5一41ー0 ん 1，/11・21121v 官官

-41-3〒 2ー I10 1 I 1 2 I 3 

61_70 2 3 2 6 12 24 13 26 
トーー

51-60 2 5 8 8 8 7 7 

一 一
41"";50 。 3 10 .6 20 5 

一 一 一 一
31-40 4 3 7 -7 7 11- 11 • 一
21-30 -2 4 5 -10 20 -9 18 

一
11内 -20 -3 

一 一 一 一 一
。角~10 -4 '2 2 -8 32 -8 32 

一 一 一
h I 2 8 7 ，12 12 5 2 48 -5 91 --3 94 

一 一 一

illJア
h. -:-8 -161-7 J2 1 10 6 

一一 一 一
プlt2 32 32 1 7 12120 18 

一一一
叫 -8 -121-5 2 717 4 

叫x 32 12 94 

相関係数の計算は，つぎの通りである。

① ま歩，計非，理解応用の得点X，Y， i:'x，ν，に変換し， -4， --'" J'， 0， 

1， 2等となれ

@ 各部聞に含まれる度数， 11.12 i:'計算する。

@つぎに， 11とm及ぴんとy'e乗じ f1xf2yを求める。

④ f~労にもう一度却を乗じ f1 :1:2 'e求める。同様に f2y2'e計算する。

@ つぎに，~t ， Vを求める。 ‘

?ごとえば，Yが2であるりの値は， 13となっているが yが 2である概のyの

分布は 1，3 ，2，で，それぞれに対応するxのMは， 1，:2， 3であるから，この

νの度数と対応するおの躍と乗じで加える。すなわち

I X 1 + 3 x 2 +_2 x 3 = 13 
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となる。

必も 同じように計雰すれた とえば切の値で-12は

4 x.(ー 1)+4x(-2)=ー 14

となる。

@ つぎに~t ， VにそれぞれX，y，を乗じてtω，1!y{e:求める。

⑦ このときんι/Jy.f2{J;， U， V，匂x，vy，についてその和を求める と，つぎの関

係がある 0

"2，ft=~i2=N 

"2，1戸=z:由

~/~y=~μ 

~ux=2JZ;lJ 

ーこの関係から計算に誤りがゐるかど うかをにしかめることができる d

@相関係数はつぎのようになる。

γ= N ・ 2町-Z:ftx ・ Z:/~'I
〆N・"2./1:1;2ー ("2，/1耳)2VN21/2!f一("2，{21/)2 

4&x94ー (-3)X(-5_)_ _ = 4497 

j/48x 141ー(-5ア〆48x91ー(-3)2 〆67ヰデ〆弓努事一

~ 0.830 

....1・=0.830 

ζの相関表でパtお ，vy~計算するときお=O ，y= 0に対応める 'ua;，'IJ'!IはOとなる

ので，X=.y= 0に対応するU，りはもとめな〈てもuX，vyの植は求められる。

まにゆ l乙の相関係数は，両者が大体i宣続関係と認められるとき意味がある 0

10. 2. T. 平均値の 検定

学力検査の結果えられた個々の児童の得点について考えよう。

ある児童の得点g;1は， いろいろな原因による偶然の影響を うけて常に変動レ

て， 1二とえば，お11お1% XIS ・;・ ・ ・・等の植をとりうる。?こでしXlJ おI~ XJ3・・・ ・
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ー等は必す・しも金部奨るとは限らないs とのとき学力検査の結果えられた得点

は，これら，無限筒のお1t，.T，12，Xl3・・・・・・ のうちのゐる一つの砲と考えられる。

他の児童の得点叫についても同様な考えがなり につ。、このようにして，tこと

えば，52名の学級の児童の得点は，つぎのような構造をもっとみることができ

る。

J巴 重| 得 点 系 ~IJ 

XIl al:! XJ3 

2 広:21 :l;2'! ;:t:23 

3 .1;31 X3笠 .1;33 

52 Xせ・1 X5~.空 .'1:6.1.3 ......，.......... 

玉名 均 古rI ヨ~2 ヨ:3 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・

標準備差 .Jt xf2 .Ja 

グループ GJ G2 03' 

このことはs集団の平均についてち考え られる。集団の個々の植がい奇いろ

な原因1こよる偶然の影響をうけて，様々な値をとりうるとすれば，その平均も

偶然の影響をうけて常に変動して，たと えば) xl，官官，X3， 7，':11 ・・・・・・ 等の

植を?とる。そして，学カ検査の結果九ちれに学組の卒均は，言'J，X:2' x3J・・

. .'等のうちのある一つの実現値と考えることカ:できる。

， いま上の表において，得点系列を:'1こ てにまとめ?こグノレー フ・~Gl， G2・・1・・・・止

すると，学力検査の結果えられた得点は，G1，G2，Ga ......のうちのーっと考

克られるo そして，学力検査が常に同じような条件で実施されれば，Gl，ら，d

. .一等の群のうちから一つのものがえらitる可能性はどの群も一様に等い、

とみられる。いま第10.6表で示されfこ成績をもっ学級を， A学級としよう u

A学殺の成積は王第10.6表からつぎのようになるD
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N ~ 52 

吉 = 27.19 

J = 11.03 

しかし，ここ における学扱の平均 27.19は偶然の影響伝うりて，学級の異の

平均ぞ表わしでいる とは限らない。そしてわれわれは，まに，この学級の英の

平均~知ることはできないが，無限母集団 (.'.1)11 X12 ・・・・ .x~2 . XI，!1・・・・)の平均を

もってこの学紐の其の平均と考えよう。 5年理解応用の果基準は

平均 23.28

標準偏差 11.61 

であるo A学績の水準は，県基準より高いとみてよいかどうか。 すなわちA学 ・

紐の其の平均は果基準よ b高いかどうか。このような問題を考える時ここに統

計的仮説検定の問題が生じて〈る。

ここでは，平均値の検定について，その概要をのべよう。

(1) 母平均と母標準偏差がわかっている揚合上の例よ~ ， 

母平均~m=23.28

母標準偏業をσ=11.61とする。

また，母集団分布は正規分布をすると仮定するいま ，A学級の得点集合が，

fま平均23.28，標準偏差11.61，なる正規母集団よりの大いさ Nの無作潟標本であ

ると仮説を~1こでると

1:0 = (言-m)V百一
e 

は平均 0，分散 lの正規分布をする。?こだし宮はA学級の平均すl・h ・・・・・・等

を実現値とする変数とする。したがって，正規分布理論より tl > 2なる確率

!i 1 -0.95=0.05よ9tl、さいoA学紐の場合は

to.= ~7.19-23.28 。-- -11必1---x〆ヲ2=2.428

P.[It I注 2.428} <0.05 となる。

し?こがって，平均23.28:標割高差11.61，の正規母集団からの，大いき52の無作

為標本の平均~"考えた場合， その平均が 27.19以上になる確率は 5 % よ b も小
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きし、c したがって， 5 %以下の危険率を?色って， A学紐の~の平均は県基準よ

り高いとみてよいc

(2) 標準偏差がわかっていない揚合

いま， A学級にお・いてK人について知能検授を実施しTニとし，その結果平均

h 標準偏差，J， ~・えた とする 。 A学級にお・ける標本は，銑平均怖の正規母集

団からの無作為標本とみられるかどうかo この揚合，母標準偏業はわかってい

ない。このときは不偏分散u2を計算する。

すなわち，

J

一一
N

一N
J
V
 . 

U=ピ亙，J
〆百-1

このとき，

tn= 作一肌〉〆E~= 主主コ?とEヨ
u - -u ，J 

は，自尚度Nーlのt一分布石ーするから， t一分布表によって，自由度N-lで

Pr{ 1 t 1;注註t“0.0叫5ρ}巨 0ω.0

なる。t匂0.0自儲Eをを?求める。 t匂aがt匂O.C防5よh大き Uη7れば'仮設はすでられる。すなわち危

険率5%で， A学紐の知能水準はmより高いといわれる。

(3) 相関関係が考えられない場合の二つの標本平均の差の検定

たとえば， 5年用学力検査をみる学校で実施して男伝子と女子の成韻がつぎの

ようであったとしよう。

ι|÷i十lf
-3回一



男子と女子の聞に学力差が考えられるかどうか。

ー ζの場合男子と女子の各得点は，すべて独立で南関関係がない。 ξれで男子ー

と女子の平均の差を検定するのに。この二標本は同ーの正規母集団からの無作

為標本であるグという仮設を立てる。

正規分布は平均と標準偏差がきまれば確定するから，まする男子の母集団分散

と女子の却:集団分散に差がないか，どヲかを検定しな〈ではならない。すなわ

ち，I/fO:集団分散が同一でめるo/;ことが検定きれな〈ではならない。ぞれに

は男子及び女子の不偏分散を，tW， u;.とするとき

Fn= __!!=2ー/ただし，.F与 1 ¥ 

" U，，2 ~U~2 =ず了 J A M h f了，JlIZ)

4 

は自FR度111='fIz-l >町=均一 1のF一分布をするから， F一分布表から， F喜子

求め，二つの標本から Fo~計算して， FoT; Fよb小さければ仮設はすでられな

い。すなわち，母集団分散には差があることはいえないことにな-る。このとき

初めて，平均の比較が可能になる。

このときは，もともと母集団分散は等し〈なっている替であるから，その共

通の分散の不偏推定量を，:w2とするときw2はつぎのようになる。

制 2 = 生誕£土空'L，J_i_
n"，十九lf-2

w2 _ _ _ __. W2 

乙こに，宮の分散はすとなり，同分散は ー となるc 1t:.， a;と νとは
lJII 

互に独立であるから言-v-の分散は乙+ととなるし?こがって"x 11.11 

ωJF37 
自由度均ーl-nll-2

としてt一分布表をしらべればよい。

したがって以下位 。)の場合と同様である。すなわち， F一分布表によって，

自由度 h 十nv-2で

Pr{ltl;;;;to・05]=0.05 
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となる to・ 05~求める D このとき二つの際本から計算されたtoのÆì!liJ> t日時よ b式き

ければ，仮説はすでられる。すなわち，危険率 5%以下で，男子と女子の聞に

第 7jきでは， nz， DII~，標本数が十分に大きいので，近似的な方法を用いた。

制 相関関係が考えられる場合のニつの標本ヤ-均の差の検定

ある学級で，学力検ゴをと知能検査会実施して児童個々について，つぎの趨を

え?ことしよう。

会ぞ
児 蜜 番 号 標準

平均
Q .............. N 偏 差

学力偏差値 Xl X，宮・・・・・・・・・・・・・・ a:N 言 X!.， 

知能偏差値 Yl 1/2・・・・・・・・・・・・・・ YN 11 x!v 

成(Zi競-7/4〉(直 Zl Z2・・・・・・・・・・・・・・ ZN Z x!z 

この学級の学力は匁l能に伴っているとみてよいかどうか。なお，検査の得点

は偏差値で，表わされているから、互に比較3れる色のと・する。

この場合，学カ偏発砲と知能偏差値との間に相闘が考えちれるから， c紛の方

法で平均を比較することはできな~'o それで，児童個々について，成就値を求

めると，成就値21，Z2， ......は互に独立とみることができるから，宮とすと

に蓑がめるか、rうかをみるには， zが平均 0の正規悶:集団からめ無作為標本と

みられるかどうか金検定すればよい。その方法は， ωの方法によればよい。検

定の具体例は第10.1節を参照され7こい。

10. 3.成就値について

ζの怖では，個々の児童の一算数学力が知能に伴っているかどうかを?みる方法に

ついて統計的i二問題の所在や指導上嵐官、すべき点を明らかにし7こい。以下にお

いて学力，あるいわ知能とし、うのは用いられた検査によって考えられたものと

する。
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10. 3. 1.用いた検査と被験者.の選定

月jいと検査，実施日時，被験者は，つぎの通りでみるb

学カ検査新潟県教育研究所編 6年坦算数学カ検査(昔日乳.理解応用)

知能検究新制田中B式知能検査

実施日時/昭平n26年 1月下旬， 6年明主主数学力検査標準化の際，標本児童

に同時に知能検煮を実施した資料による。

ただし， その後改訂された改訂学習f偉尊要領によれば計算学力検売で /JVそ

の他H の問題の中に中学に移されたものがゐるので，この IIVその他。の問題

得点を省いて計算の得点診求めて，新し〈偏差値亥・伝作成し，学カ検査の手引

を刈、学校算数学jJ検査の手引三，四，五，六，年.f.1.i/と改訂したoζの改訂

版資料によって以下のと之が考えられている。

被験者は， 全県小学校6年金集団から，学校舎第一次抽出単位，児童会第二

糊 1111単位として層化副次無作為抽出法で抽出されfこ約1100名である白その標

本設計については.研究紀要第一集及び第二集を参!ffi~ れ?こい。

10. 3. 2. 成就指数と成就値

学力が知能に伴っているかどうかを?みる方法に，成就指数と成就値が考えら

れていて，それらは次のように表わされる。

tte.就指数=3走資指数よE・Qえx100 
知能指数 (M.Q)

=_j匙貫生全(E.全よx100 
知能年令 (M.A)ハ

成就イ直=学力{Iit!墜他一知能仰差値

これらによって，学カが知能に伴っているかどうかが，個々の児童に即しで，

つねに解明されるかどうか。これについては，.学カ検査と知能検査あるいは

成就指数及び成就flfi等その色のの構造から，尚泣きれな〈ではならない点が喜

作するc ぞれらに関連して児童の学力と知能の関係金みていく.方法に闘して，
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品す，注泣きれな〈てはならないことはs 児畿の学カや知能をそれぞれの検

査一よって数量化していることであるo

といらでも， それは用いfこ検授が呉れば疑るであろうし，その検査からえられ

?こものとしても多少の隔をもつに数値と湾えなければならなわりで， このいみ

から，われわれがその検査によって児童の腕 拘lり，将来を予測するとして

も，それ肘わめて蓋然的ないみのものを含んでいるから， 個々り児篭に":n、

ては，日常の観察や他の方面からみfこ児童の現実が，どの程度その数値同?

りるか例えることなしに，数値そのものを鮒視してしまうことのないよう

に注意き れな〈ではならなし、。しかるに，成就指数ゐるいはs 成就値では検査

からえられfこ数値そのものを z なまのままあっかつてでいる.ので，もし， v よ

うな関係式によって，個々の児童の学力と知能の関係ぞみてい¥tし1:ら成就

指数あるいは成就値そのものの数値ば，相当の情念いにものと，みてゆ tの

が至当に思われる。

このような立場から， 1こTf成就指数が 100であれば，学力が知能に伴つでい

るiのであ り， 1川上まは s 以下であるに従って，学力州能川田待さ

れる以上まには以下を示しているものと考えてよし、かrうかo このことは成就

値についても同じようにいわれる。その値が Oであれば，学力が知能に伴って

いるもの，正まは負であるに従って，学力州能川期待される以上ま!こは

以下であるとみてよいかどうかo成就指数では 100~中心に，成就値では O を
中心に知能力νら期待される学力~脅える考え方は，児篭個々について，およ
その傾向を知るいみの参当きになるものと忠われるが， trしろ，そのようないみ

寸れば，学カ偏差値や知能偏差値の;場合と同様iこ成就指数や成就値そのものを

のもの とれてゆ〈よりも， ぞの数値は脚色つ川のとみていく方がよりき

当に忠われる。ーにとえば，成就指数99，100と101，戒は成就値一 2，0， + 1守

そのひらきの小さい数値は，同様のいみのものとみてよいでめろう c したがっ

て，これらの数値を解釈するには，乙れらの数値ぞい〈つかの段階にわげて考，

えに方がよいと思tJれる。

次に，成就指数について考えると，この値を?求めるには学力検査によって教
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育年令を?求めなtではならない。しかるに，この教青年令を算出するには，そ

の学カ検査が学年共通のもので，しかち教育年令の作成されてゐるものでな〈

てはならない。したがって，学制l伴力検査では，成就指数の方法で児童の学

カを知能の関連のもとにみることがで$ない。

ま?こ，学年共通!日学力検査に教育年令の基準を作成するにしても，学力検査

そのものが知能検査と奥し いわゆる学習されたものを測定するという性格の

ものであるため，一月句:の教育年令の算出それ自身に問題があるるのと思われ

る。ことにカリキユラムが各学校毎に契れば，いっそうその点が問題になるわ

りでめる。成就指数については，このような点にいろいろな問題がある。ぞれ

で，ここで主題とする点の考察については，成就指数よ bも成就値を用いるこ

とにした。それでは成就値については，さきにのベ?二点の他に問題がないでゐ

ろうか。この成就値は，学力偏差値から知能偏差値を減じに式で定義されてい

る。したがって，この成就値舎い〈つかの段階にわげて考えるとき，大まかな

考え方としては，成就値正の段階ずは一応，学カが知能から期待される以上の

もの，負の段階では，学力が知能から期待される以下のものと考えられるわけ

である。しかし，このよ 5な考え方は一般の標準学カ検査や知能検査による学

カ偏差値や知能偏差値号待日いて成就値とするときには，つむにいわれるとは限

らないから， ζの点にじゅうぶん産意Lて結果の解釈を?しな〈ではならない。

それは学JJ検査と知能検査あ・よぴ成就値そのものの構造に関係している。ます、

乙ζに用いられに検査によれば，学カ検査では満点と零点を偏費値になおすと

用
餓
値

一

腕
題

一

理
問
差

一

題

値

一

鯛

差

一

計

侃

一

一里
の、次

a陸

満 点 74 73 

零点 28 :;8 

とのように， ζの学カ検査による学カ偏差値は，計算では， 27以下或は74以上

の数値をげつしてとることがないし，理僻応凶では， 27以下或は75以上の数値
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を絶対にとらないのに対して，知能偏差値は，この実験では6から89までに，

わ?こっていることでわかるように，学力偏差値よりも広いひろが bをもってい

るのである。このよ うに，分布の範闘の異る二つの偏差値について，その差の

みぞ113題としていて， tことえば，成就値10といっても，次のようなさまさ'まな

内容をもっている色のを，一様に，同等に取り あつかっているわけである。

畑
山就成値差備担

包
ム
阿

n
nun 

A
H
f
 

値差問叩力学

30 20 10 

58 48 !日

67 57 10 

この偏差値のひろがりの異ることから，学力検査で滋点を?とっても，知能偏差

値が高ければ，成就値は負止なることがありうる わげである。 例えば，学力偏

莞{直(計3わ 73，知能偏差値83のとき，成就植を定義式より求めれば-10とな

る。まに，学カ検査が，零点であっても，匁l能偏羨他・が低ければ，成就{直は正

となることもありうる 。 たとえば，学力偏差値〈計~t) 28知能偏差値20であれ

ば，成就値は+8となるc

それで， tこだ単に成就値一1.0，或は十 8のみをみて，前者lまs 学カが矧能か

ら期符3れる以下を表わし，後者は学力が知能から期待.される以上のものを示・

していると，一様に考える ζ との不合理であることがわかる。

このような点や，学力検賓が色々な同難度の問題を含んでいることなどに志

関連して，知能偏差値の大きい児童の成就値は必撚的に負の万向に多〈分宿す

る傾向をとるのに反して，知能偏差値の小さい児意の成就植は正の方向に多〈

分街する傾向を?とる ζ とがわかるのである。成就値のとるこのような必然的な

傾向を考えること・なし一様に，その大きさについて，解釈を加えることは沌

悲しな〈ではならない点であろう。
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10. 3. 3. 成就値の分布と段階

ここでは，まづ乱成就値をいくつかの段階にわ砂，故に成就値と知能と の相

関表から s 成就値と知能との関係自?考えていきたい。成就値の段階づηは，各

成就値を，成就偏差値に換算して行った。すなわち，椋本児童個々の学力偏差

値L 知能偏差値とから，成就値を求め，次に，その成就値の金泉卒均と標準

偏差とから，次式によって，成競値~，成就偏差値に換算し?こo

lO(各自の成就徳一成就徳平均〉
Iit就偏差値= 一一一一十却

成就値標準偏差

ぞの換算表は第10.11表ようになる。

‘ 

'ここに，成就偏差値による成就値の段階づけは，次のようになされている。

第10.11表 成就値段階と成就偏差償対応表

成就 値
段階

ζの成就値の全県分布は，次のようになり f殆んど，正規分布に返しその

分布は，広範囲にわたっている。

第10.5図 成就 f直の分布図

[必)- .1 専 (0)理解 必用、芦
田

401 

30 

20 

児
童 10.....，
胤

~ f! 
三 _-:J -] "':1 0 

.__吠れf亜段階

。 :2 ~弘 ー耳 3 
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第 10.12表 成就偏差値換算表

脇~~I 醐茸f 結晶 理解応凋 s成就億 計 算 理解応用

段階協議i 段階|語講段階|需差話
-31 ___!_L 。 51 I 50 
-30 20 18 0' 52; 51 

-29 21 19 2 53 
。

52 -3 
-23 22 

-3 
20 3 54 53 

一.-27 23 21 4 55 54 

-26 24 22 5 56 56 

-25 25 23 6 57 ぢ7

一-24' 26 24 7 58 58 

一一-23 28 25 8 59 59 

-22 '29 26 9 60 60 

一-21 -2 30 2"7 10 61 61 

-20 31 29 11 62 62 

-19 32 -2 30 .11 12 63 

一一-18 33 31 13 64 

-17 34 ~il_1_4_ 65 65 1 
-16 35 33 :1 15 66 66 

に竺 36 34 16 67 67 

-14 37 35 

丘
~ 68 

2 -13 38 ~ 
2 70 70 

-12 39 37 7.1 71 

-11 40 38 20 72 72 

-10 41 39 21 73 73 I 

一ーよ 9 42 40 22 74 

- 8 41 75 75 

- 7 「孟- 43 76 76 

- 6 45 44 25 77 77 

- 5 46 45 26 3 78 3 78 

- 4 
o 1-竺一 46 27 79 79 

- 3 48 
。

47 28 80 80 

- 2  48 29 81 81 

49 30 82 82 
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次に，成就値と知能偏差値の関係をみるすこめに，その相関表を作ると次のよ

ラじなる。

第10.13表成就値段階と知能偏差値段階との相関表

付) 計算

革手二 -2 。
+C71|l 十 2I3以+上3計0一I

-1-3 114 ω ω ω 
優 可T石-v-g-+2 

+[ て:1J石~芯五一
事

石oせア一一

中 。て了τQ) @ τ3一志PーちアZJ
@ @ -[  、 言:Fτ~ 乏ア 198 

-2 ⑬ @ 右ア百j 50 
劣 万アてアて~-3 6 

一 一
計 6 46 248 428 264 49 10 1051 

4 

(ロ) 理j呼応用

認 ?-3 -'I-'Io l+i 
以下 以上

+3 @ (会 ⑮ ω 17 
優 てうーτ五一言~ 否Fてj)十2 74 

+1 
①. ② @ τ!) ~ てv 260 

中 。。@ 石~τ語一⑧ 写 ③ 4~ 1 

石;5石~、@ 百~ ① 191 

-2 τw τ~ てすて五一 46 
劣 一一一 ① 石了 ① -3 8 

計 10 1 60 1 236 438 197 51 15 1007 

ζの相関表から明らかなように，知能の高い児童の成就値は，負の方に，知

能の低い児童の成就値は，JE.の方に，かによる傾向のあることがわかる。しか
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し，乙のJ傾向は，とにで考えている成就{直の，情造からく、る必然性佐多分に含ん

でし4るので，とれが直ちに集団の法則性を表わしているものと考えるにとーはで

きない。ぞれは次の言十非で明かでゐる D

いま，計算学カ偏差値を民知能偏差値をSとし，知能偏差値段階を却とする

と容易に，次の関係のある ととがわかる。

5 + 10 (n+ 4) ;::訪三三5十10(n田ト5)ー l

~.54-1o.話-[孟-45-10n .，'. .(l) 

まに，一方にあ・いて， αは学カ偏差値安から

28，;;玉α孟73・.......•....... .....・・・・・・・(2)

従って，(1)十位)よb

-26ーl伽 ζα-9三五28ー10/2，・・・・・・・・・(3)

とこにおり石， α-d，は成、就値(計非〕でゐる。

(3)式においてn==3とおくと

-56，;;玉α-0三五-2 とな~ ， 

同様にη=2，1，0，-1，':"2>，-3とお〈とα-0の区間は次のようになる。

第 10.川表 知能偏差値段階と成就値(計算〕区閉め関係

降車i-3 卜2 卜1 : I -- ~ --l~~-I-+;--I--~-; 

官官 14-~8 1-6 .".A81 -16~381-26-28i-3い18l一%叶恥ー2

さきの相関表におけるO印は，このα-iiの各区間について，そのがい当段階

営示しfこものである。とれよ b例えば，知能段階+3の児童の成就値は+1以

上には決レてなりえないζ とがわかるし，知能劇i皆が-2の児童の成就値段階

は-1以下にはならない。-理解応用におけるもの志向犠のいみを表わしてい

る。

知能検査や，学力検査の実施にあ，'tこっては，その手引き について，巴ゅうぶん

研究し，結果の信樹性骨ますよ うにつと めな 〈てはならない し， えられた結果

についても検査実施上，不備がなかったかどうか，その他について注意深t検
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討されな〈ではならない。しにがつで，児童個々については場合によっては他

の検査も実施して，その結果と相まって検討しな〈てはならない時色あるわけ

でゐれぞして，実際の学カが知能から湖特される色めよ. 9 も格段と f!f~、児童

やめるし、は氏対に絡段1こ高い児童がい7ことし?こら，ぞれが成説値の構造からき

ているのか，あるいは，他の商からも精細に調査検討されfこ上で，その児童に

とって適正な指導がなされなぐてはならない。

ま?こ，知能検査と学力検査の結果から，学力が知能から期待5れる程度の児

童と考えられでも，その児童にとってそれが教育的にのぞましい状態かどうか

検討されな.<てはならない。

成就値各島田曹のいみ今けはすべてを統計的に解決するととはできないG ここ

にそれぞ裏づげる成就値各段階における児童についての実験的研究が必要でゐ

ろう。しかし，多数の集団について平均的な傾向として成就値段階ー2，-3以下

及び+2，十3:以上の児童は統計的ないみにおいても多分に問題があるように考

えられる。まナこ，相関表等から考えても知能段階，中の児童については成就値

側首0あるいは十 1程度が考えられてはどうであろうか。しかし}このような

いみづけを個々にあてはめる場合には.事実による裏す'けが必要に思われる。

10.4.3.結 び

以 tのような注意によって児童の学カと知能の関係を考え，実際指導にあた

るとき， ζの成就値段階は平均的な傾向を示すおよその目安となるであろう。

もし，ととlこ.J:)}t.、られfこ検査を使用しに結果，学λl偏差値(計算)47，知能

偏差値57の児童がめつにとすると，その成就値は-10とな 9，成就値段階は

-1 となる。との児童の知能段階は中であるから，との成就値段階ー 1は3 学

力が知能から期待される程度よ bやや低し、ように思われる。
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